
病院感染の定義 

 

１．病院感染とは１）２） 

  １）病院において患者が原疾患とは別に新たに罹患した感染症をいう。 

２）医療従事者などが施設内において感染した感染症をいう。 

３）退院してから発症しても病院内での微生物接種に起因する感染症であれば院内感染

である。 

４）病院外で接種された微生物によって入院後に発症した感染症は市中感染であり、院

内感染ではない。 

５）特殊な院内感染として、新生児の産道感染がある。 

 

２．病院感染の対象者 

  入院患者、外来患者、見舞人、訪問者、家族、院内職員、委託業者、看護学生、 

ボランティア、院外関連職員など 
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